
キャラクター名 プレイヤー名
回避力 防護点技能 鎧と盾 ランク

ファイター 鎧

グラップラー 盾
種族 種族特徴 フェンサー

生まれ 性別 年齢 シューター 回避技能 合計値

経歴
武器 用法 命中力 威力 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

経験点 2d+ 

2d+ 能力値 A-F 成長 他修正 能力値 ボーナス 技能 Lv. 技能 Lv.

技
器用度 2d+ 
敏捷度

体
筋力 一般装備品 ○□□○□□
生命力 ○□□○□□ ○□□○□□

心
知力 ○□□○□□ ○□□○□□
精神力 ○□□○□□ ○□□○□□

○□□○□□ ○□□○□□
戦闘特技 言語 会話 読文

○□□○□□ 所持金 預金・借金
p p

○□□○□□ G G
p p
p p 制限移動 通常移動 全力移動 回避 防護点 HP 魔法技能 Lv. 魔力 魔法技能 Lv. 魔力
p p

m m m 2d+
p p
p p 先制力 生命抵抗 精神抵抗 MP

p p 2d+ 2d+ 2d+ 2d+
p p
p p

装備品 説明 装備品 説明
p p

頭
p p

耳

顔
名誉アイテム 点数

首

背中

右手 左手

腰

足

その他

その他メモ

名誉点 所持

技能
レベル

基本
命中力

基本
回避力

基本追加
ダメージ

必要
筋力

その他補正(防具習熟/回避行動　etc) 

冒険者Lv 必要
筋力

命中
修正 C値

追加
ﾀﾞﾒｰｼﾞ

(消耗チェック)

魔物知識/弱点

練技/呪歌/騎芸/賦術

自動失敗
チェック

□□□□⑤
□□□□⑩
□□□□⑮
□□□□⑳
□□□□㉕
□□□□㉚
□□□□㉟/合計

ベック・ギャレン

シャドウ

騎兵

13

0

暗視/月光の守り

男 42

「毒を飲んだ(食べた)ことがある」
「父親が旅に出ている(いた)」
「恥ずかしい癖を持っている」

14

8

6

5 5 24 4

6 6 26 4

5 13 26 4

10 16 34 5

4 8 18 3

8 22 36 6

ファイター

プリースト

レンジャー

セージ

エンハンサー

アルケミスト

ライダー

ウォーリーダー

7

11

3

1

4

1

13

5

タフネス

ルーンマスター

かばう

魔法拡大/数

頑強

防具習熟A/盾

鉄壁

ガーディアン

超頑強

2122

IB34

IB36

IB39

IB29

IB31

IB30

IB29

IB29

交易共通語

魔動機文明語

妖精語

シャドウ語

○ ○

○ ○

○

○ ○

ビートルスキン

ストロングブラッド

メディテーション

アンチボディ

探索指令

ＨＰ強化

遠隔指示

騎獣強化

人馬一体

魔法指示

特殊能力解放

ＨＰ超強化

獅子奮迅

バランス

騎獣超強化

特殊能力完全開放

ＭＰ譲渡

バークメイル

堅陣の構え

鉄壁の防陣Ⅱ：鉄鎧

鉄壁の防陣Ⅱ：堅体

強靭なる丈陣Ⅱ：精定

鉄壁の防陣Ⅲ：甲盾

320

1680 2000

7 11 11 11

0

0

0

プレートアーマー

ナイトシールド

24

15

-2

9

9

3

1

14ファイター

ロングスピア
戦旗槍

1H両 20 -1 10 10 11 25

エルダーマンティコアの騎獣占有証

冒険者セット

保存食x4

緑Ｓカードx2

緑Ａカードx10
590

3 28 84 9 14 120

16/4 9 18 24 71

神聖魔法 11 14

聖王の冠

ゴールデン耳栓

聖印

ポーションインジェクター＋トリートポーション

野伏のサーマルマント

信念のリング

ブラックベルト

黄金の拍車

アルケミーキット

雷鳥の羽衣

雫のリング

テメリオ（サカロスに偽装している）

ルキスラ出身のシャドウ。物心ついたころには両親の姿はなく、ストリートチルドレンとして様々な悪事を働いて過ごす。
要するに元々はただの小物のコソ泥だったが、泥棒に入った先で殺人事件に遭遇。
そこで官憲に捕まり、殺人については無実ではあるが投獄される。
厳しい取り調べに獄中で服毒自殺を試みるが、死の最中にテメリオの声を聞き一命を取り留める。
その後は「糞みたいな人生を歩むくらいなら、精々他の連中を利用して好きに生きよう」と考えるようになる。

邪教の神官であるから身分を偽り、のらりくらりとしたダメな中年を演じているが
その裏では他人を出し抜き、蹴落とし、薬物を使って好きにしてやろうと考えている。
それらの企みが上手くいったとき不気味な笑いをしてしまう癖があるが、彼自身はそれは正体の露見につながると考え
できるだけ抑えようと試みるが、それがかえって不気味さをより強調する結果になっている。
尤も、そのような笑みを見せるときには、獲物はすでに自由が利かなくなっているだろう。
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